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★★★★★★★★★★★★★★★ 
発行日  平成２１年６月１日 

発行所  寒河江市立南部小学校 

★★★★★★★★★★★★★★★ 
学校教育目標 
学び確かに 心豊かに 体健やかに 

しっかりと子どもたちを育てていきたい 

校  長   佐 藤  藤 彰 
 
 ５年生の田植え、１年生のサツマイモ苗植え、２年生の里芋植えも、地域の皆様のご協

力により行うことができました。１年生は、登校するとすぐに自分の植えた苗のところに

行き、「大きくなあれ、大きくなあれ」とか「おいしくなあれ、おいしくなあれ」と話しか

けながら水やりをしています。 
 
 さて、昨年の後半から、教育目標とめざす子ども像について次のように全職員で検討し

てきました。「知・徳・体の調和のとれた児童の育成」をめざしながらも、教育目標と子ど

も像を常に意識して教育活動を展開したいと考えたからです。 
 
  学校教育目標 
    学び確かに   心豊かに    体健やかに 
   
  めざす子ども像 

・しっかり学ぶ子ども（意欲的に取り組み、学びを高める子ども） 
・やさしい子ども（思いやりと花を愛する心を持ち、協力し合う子ども） 
・元気な子ども（しなやかで、たくましい子ども） 

 
各学年では、さらに具体的な子ども像を掲げて教育活動に取り組んでいきます。 
５月１３日の全校朝会で、「皆さんは名札をつけていますが、どうしてつけているのです

か？」と問いかけました。子どもたちは、名札に校章があることも、そして校章は南部小

のシンボルであることもわかっておりました。大きな校章を見せながら、校章が示してい

る意味を説明しました。南部小の校章は、三角形と梅の花でできています。この三角形は、

知・徳・体（賢さ・心豊かさ・体健やかさ）の調和のとれた人間を表しています。梅の花

は、冬の雪に耐え、春になると香りよく花を咲かせそして実をつけるように、努力して自

分の夢を実現し、人々を幸せにする人になってほしいことを表しています。話の最後に、

毎日南部小の名札をつけている理由について、自分の考えを話しました。「校章のある名札

をつけているのは、僕は、私は、今日一日、しっかり学ぶ子ども・やさしい子ども・元気

な子どもであるよう頑張り、大人になったら多くの人々を幸せにする人になりますと決意

を表しているのです。」と。 
 ４月の職員会議、ＰＴＡ総会でも、「小学校でつけるべき力をきちんと身につけ、中学校

でさらに活躍できる子ども」を育てていきたいと強調させていただきました。地域の皆さ

んに支えていただきながら、職員一同力を合わせて、しっかりと子どもたちを育てていき

たいと思います。 



 

 

～第２９回寒河江市陸上競技大会 

      ６年生 大健闘～ 

■５月２０日（水）、今年も本校を会場とし

て、「市陸上競技大会」が行われました。 

■当日は、すばらしい天気のもと、６年生

５２人、一人ひとりがこれまでの練習の成

果を出すために、精一杯競技に取り組み、

以下のような成績をあげることができまし

た。 

■これも、前日に５年生を中心にした壮行

式や当日の１～５年生の力強い応援があっ

たからです。  

■保護者や地域のみなさまもご声援ありが

とうございました。 

     

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 校内の予定 

1 月 振替休業日（５／３０分）   

２ 火 学校安全の日 授業研究会５年 

３ 水 授業Ｂ日課４校時 家庭訪問 プール開き 

４ 木 授業Ｂ日課４校時 家庭訪問 ＡＬＴ 

５ 金 授業Ｂ日課４校時 家庭訪問 心電図1年 

６ 土 Ｐ環境整美部樹木消毒 ３年学年行事 

８ 月 授業Ｂ日課４校時 家庭訪問 学校評議員会

９ 火 救急救命講習会 

１０ 水 幼保小連絡会 

１１ 木 スポーツテスト クラブ 

１２ 金 情報活用支援員来校 なかよし班の清掃開始

１３ 土 ビオトープ作業５年 

１６ 火 授業研究会２の１・4年 

１８ 木 ５年宿泊学習（～１９日） ＡＬＴ １年親子給食

２２ 月 職員会議 情報活用支援員来校（～２４日） 

栄養教育実習生実習（～２６日） 

２３ 火 なかよし給食① 

２４ 水 南部タイムブロック発表 

２５ 木 授業４校時（市教育研究所研修会のため） 

２７ 土 花咲かフェアイベント参加（南部太鼓出演） 
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☆女子１００Ｍ １位 秋葉そよ風 １５秒３ ☆女子７０Ｍハードル １位 秋葉そよ風 １２秒６ 
☆男子１０００Ｍ ２位 森田有涼 ３分２９秒５ 
☆男子４００Ｍリレー ２位 １分３秒２ ６年１組（辻健吾・松田亨善・今井諒・佐藤祐太） 
☆女子８００Ｍ ３位 秋葉そよ風 ２分４５秒２ 
☆男子１０００Ｍ ４位 今井諒 ３分３３秒１ ☆男子走り高跳び ４位 福井歩 １ｍ２１ 
☆男子走り幅跳び ４位 菊地裕次郎 ３ｍ７３ 
☆男子４００Ｍリレー ４位 １分３秒５ ６年２組（森田有涼・菊地裕次郎・福井歩・大築深）  

 



 
 

 

 
 
 
  

 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（寒河江市） 
 山形丸魚の魚市場 
 住吉屋豆腐屋 

（東根市） 
 斎藤文四郎麩工場 
 ヨークベニマル 

すごい、大きな魚だね。何に

して食べるのかな？

うーん、出きたてのお豆腐は

おいしいね、最高。

小麦粉の肉から、麩ができるんだ。

すごく伸びて、びっくり。

さあて、何を買おうかな。 
３００円で何が買えるかな。

天童木工（天童市） 
東北グンゼ（寒河江市） 
さくらんぼ会館（寒河江市）

見て、見て。すてきな椅子でし

ょ。すわりごこちがいいね。 
下着って、こんなふうにして

作るんだね。初めて知ったよ。

３年生は、ものができる過程をじっくり見学してき

ました。世界的にも有名な木工製品のすばらしさに触

れ、工場の人が心をこめて作っている様子を知りまし

た。寒河江市の工場では、身近な衣類のでき方の工夫

を学び、メモを真剣に取りました。

（山形市） 
文翔館  霞城セントラル 
山形県庁 最上義光歴史館 

最上義光像の前で、ハ

イ、チーズ。

県議会の傍聴席で。何だか

偉くなった気分です。 

今年の４年生のテーマは、「歴史、公共施設に触れ、

そのすばらしさを学ぶ」でした。各見学場所で、鋭い

質問が飛び出し、さすが４年生らしい遠足ができたよ

うです。今年は、「天地人」の影響もあり、楽しんで

歴史の学習もできました。 

５月１２日（火）と１５日（金）に分かれて１年生から４年生まで遠足に行ってきました。

日頃、目にすることのない工場や施設を見学し、学んできました。 

１年生は、入学して初めての遠足でした。寒河江市周辺

の魚市場や豆腐の工場を見学し、たくさんの魚や豆腐がで

きる様子をびっくりしながら学んできました。お弁当は、

最上川のふるさと公園で食べ、たっぷり遊んできました。

東根市六田の麩の工場を見学した２年生、小麦粉のグルテンか

ら麩のできる様子を見て、そのおもしろさに感激しました。焼き

たての麩をごちそうになりそのおいしさも驚きでした。そのあ

と、スーパーで頭を使って一生懸命買い物をしました。 

 

心に残ったイチロー選手の言葉 

研究主任  鈴木 伸治 
 

先日の WBC で活躍した、ご存知のイチロー選手。そのイ

チロー選手の言葉で忘れられない言葉があります。何年か前

ですが、小学生と対談する企画のテレビ番組を偶然見ました。

その中で、ある小学生がイチロー選手に質問しました。 
「どうしたらイチロー選手みたいになれるんですか？」 
イチロー選手はちょっと照れたようにはにかんで、しばら

く考え込んでいました。そして…、「学校の宿題をしっかりや

ることですね。」と答えたのです。その意外な？答えに私はび

っくりしました。なぜならば、野球の練習方法とかそういう

内容の答えが返ってくるものと思っていたからです。しかし、

その後の彼の言葉に、非常に納得しました。細かいことは忘

れましたが、その真意は「いやなことや苦手なことからも逃

げないでしっかりやること、そうした姿勢が、後々、自分の

ためになるんだ。」という意味だったと思います。「なるほど

なぁ。」と思わずうなってしまいました。 
 さて、話は変わりますが、今年度、学校では次のことを重

点として「確かな学び」に取り組んでいきます。 
 
①算数を研究教科として、学びの楽しさを育んでいきます。

②つくし学習（プリント）を行い、一人ひとり算数の苦手な

部分をなくしていきます。 

③家庭学習の手引きを作成し、宿題のやり方や自主勉強のや

り方といった、学び方をサポートします。 

  
イチロー選手の言葉にあるように、「宿題をしっかりやる」こ

と、当たり前のことをしっかりやれる子どもに育んでいきた

いと思います。 
 同時に、子どもたちの学びのサポーターとして、学校と家

庭とが協力し合っていきたいと考えています。 
みなさん、どうぞ宜しくお願いします。 
 


